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月下旬、私たち３年生は、秋田県立大学本荘

キャンパスを見学した。そのときに、准教授の

嶋崎真仁先生から「地方創生のために何ができるか」と

いうテーマで講話をしていただいた。その中で「ふる

さと愛の最大化」というキーワードが印象に残った。

　私たちがふるさと愛を最大化にするには、まずふ

るさとを深く知ることが必要だと思う。鳥海中学校

は、横笛講座を実施したり、ジオサイト発掘隊の活

動や総合的な学習の時間に地域のことを紹介する発

表を行ったりしている。これらの学習から鳥海には

他の地域に自慢できることが沢山あると考えてい

る。中学生にできることは限られている。私たちが

できることを私たちの手で最大限にやっていきた

い。

たしが住んでいる岩城地域は、緑や自然が

いっぱいでとても豊かです。私は、この緑と

自然がいっぱいな岩城地域が大好きです。海もあり、

夏になると太陽が海面に反射しピカピカと光り輝い

て、とてもきれいです。青く光り輝くこの海は、由

利本荘市でしか見られない、わたしたちの宝物の一

つです。

　岩城地域には、真田家ゆかりのお寺など、歴史的

な財産もたくさんあります。そんな自然と歴史が

いっぱいの岩城地域を、これからも大切に守り続け

ていきたいです。そして、このすてきな岩城地域を

たくさんの人に見てもらいたいです。こんなに自然

豊かなところで暮らすことができることに感謝しな

がら、これからもこの岩城で生活していきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.１6

８ わ

大好き！！自然豊かな町 岩城ふるさと愛の最大化をめざす

岩城小学校 ６年
まつ  なが なな   せ

さん松永 七星

鳥海中学校 ３年

（町内名　天鷺団地）（町内名　平根）

さ　とう み　 の　 り

さん佐藤 実乃里

駅伝大会の開会式

新たな議会構成決まる　　　　▶Ｐ２
平成３０年度決算を認定　　　　▶Ｐ４
議論の中からピックアップ　　▶Ｐ６
ここが聞きたい　一般質問　　▶Ｐ１０
洋上風力発電海外調査を終えて▶Ｐ１６
行政視察の報告　　　　　　　▶Ｐ１８
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　▶Ｐ２０

９月定例会
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編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
最
近
の
日
本
全
国

で
お
き
て
い
る
天
災
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

ふ
と
自
分
の
周
り
を
見
直
し
て
み
る
。
矢
島
か

ら
は
、
何
事
に
も
動
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

優
々
と
鎮
座
し
て
い
る
鳥
海
山
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
日
々

違
う
姿
を
表
す
鳥
海
山
を
見
て
い
る
と
、
こ
の

自
然
に
生
か
さ
れ
て
、
時
に
脅
威
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
の
だ
と
思
う
。

　子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
と
も
に
時
間
に
余
裕

が
で
き
、
年
に
数
回
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
の

軽
登
山
に
出
掛
け
る
こ
と
が
あ
る
。
訪
れ
る
場

所
は
、
人
間
が
手
を
か
け
作
ら
れ
た
自
然
な
の

だ
が
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
々
の
ざ
わ
め
き
に
、

し
ば
し
癒
さ
れ
る
。
自
然
の
営
み
に
人
間
が
手

を
加
え
、
共
に
共
存
し
、
私
た
ち
に
有
益
を
も

た
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
、
今
後
の
行
政
の
手
腕

に
期
待
す
る
。

自  

然  

共  

存

委
員
長
　
　
伊
藤
　
岩
夫

副
委
員
長
　
吉
田
　
朋
子

委
員
　
　
　
岡
見
　
善
人

　
　
　
　
　
正
木
　
修
一

　
　
　
　
　
今
野
　
英
元

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
茂

　
　
　
　
　
小
松
　
浩
一

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
の
現
体

制
も
２
年
と
な
り
、
そ
の
活
性
化
に

委
員
一
同
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
か

ど
う
か
本
紙
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
の
難
し
い
事
柄
を
い
か
に
分

か
り
や
す
く
、
見
や
す
く
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
る
か
を
、
議

会
広
報
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
全
力
を
傾
注
し
て
作
成

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
意
見
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
伊
藤
　
岩
夫
）

は
た

　や
ま

る

　み

　こ

さ
ん

矢
島
地
域 

　　　　　　　
（
町
内
名

　七
日
町
）

畑
山
留
美
子
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本
市
は
じ
め
全
国
的
に
移
住
定
住
対

策
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
先
進

地
の
隠
岐
諸
島
な
ど
視
察
、
研
修
し
た
。

　

隠
岐
の
島
町
の
定
住
促
進
・
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
事
業
で
は
、
一
昨
年
９６
名
、

昨
年
９２
名
、
官
民
一
体
と
な
り
自
然
減

を
乗
り
越
え
る
社
会
増
を
キ
ー
プ
し
て

い
く
か
で
、
各
種
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

　

海
士
町
で
も
移
住
定
住
へ
の
取

り
組
み
が
盛
ん
で
あ
る
。
町
の
活
性
化

に
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
必
要
で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
５
年
間
で
１
２
０
世
帯
、
２

０
２
名
の
移
住
に
結
び
つ
き
、
大
半
が

２０
〜
４０
歳
代
で
あ
り
、
移
住
し
た
方
が

関
わ
っ
た
起
業
が
２０
事
業
所
に
上
る
。

　
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
で
有
名
な

境
港
市
の
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
で
は
、
魚
と
鬼
太

郎
の
町
づ
く
り
で
、
年
間
観
光
客
３
０

０
万
人
に
上
り
、
県
境
を
越
え
た
広
域

連
携
の
観
光
な
ど
を
研
修
し
た
。

　
北
海
道

苫
小
牧
市
で
は
、「
ま
ち

な
か
再
生
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
研
修

し
た
。
事
業
内
容
の
一
例
は
、空
き
店
舗
・

空
き
テ
ナ
ン
ト
を
活
用
し
、
集
客
に
役
立

つ
施
設
な
ど
を
開
設
す
る
事
業
者
に
対
し

て
、
店
舗
賃
借
料
な
ど
の
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に
賃

貸
共
同
住
宅
を
建
設
す
る
事
業
者
に
対

し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
に
は
、
１
戸

当
た
り
１
０
０
万
円
を
助
成
し
て
い
る
。

　白
老
町
で
は
、
国
が
白
老
町
ポ

ロ
ト
湖
畔

の
敷
地
１０

㌶
に
約
２

０
０
億
円

を

投

じ

て
、
ア
イ

ヌ
文
化
複

合
拠
点
を

２
０
２
０

年
４
月
２４

日
よ
り
オ

ー
プ
ン
す

る

が
、
こ

の
施
設
の

来
場
者
は
、

年
間
１
０

０
万
人
と

見
込
ま
れ
、

そ
の
受
け

入
れ
に
向

け
た
交
通

ア
ク
セ
ス

整
備
を
図

る

た

め
、

北
海
道
・

白
老
町
・

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
白
老
駅
周
辺
整
備
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　本
市
で
も
、
羽
後
本
荘
駅
周
辺
整
備

事
業
を
実
施
中
だ
が
、
白
老
町
は
１
日

の
乗
客
数
が
３
千
人
を
超
え
る
見
込

み
と
い
う
こ
と
で
、
駅
事
業
改
善
交
付

金
が
利
用
で
き
る
こ
と
が
特
徴
的
だ
っ

た
。

　

室
蘭
市
で
は
、
生
活
利
便
施
設

の
集
積
を
生
か
し
た
居
住
を
進
め
な
が

ら
、
空
き
店
舗
な
ど
の
活
用
や
、
新
た

な
機
能
の
導
入
に
よ
り
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る

「
ふ
る
さ
と
室
蘭
づ
く
り
」
に
、
官
民

連
携
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

北海道苫小牧市

　持続可能なまちづくり
北海道白老町

　駅周辺整備事業
北海道室蘭市

　まちづくりの取り組み

７月９日～１１日
建設常任委員会

島根県隠岐の島町

　ＵＩターン促進事業について
島根県海士町

　移住定住政策について
鳥取県境港市

　中心市街地活性化事業に
　ついて

７月９日～１１日
産業経済常任委員会

境港市の 「水木しげる記念館」 海士町

白老駅パース

白老駅周辺整備事業（写真左側が工事中の自由通路）

心
豊
か
な
地
域
を

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

議

　長

三

　浦

　秀

　雄

議
会
構
成
決
ま
る

議
会
構
成
決
ま
る

（委員会構成） ◎＝委員長　〇＝副委員長議員紹介議員紹介議員紹介

副
議
長

髙

　橋

　和

　子

　
私
は
１１
月
１２
日
の
臨
時
会
に
お
い

て
議
長
に
就
任
し
、
浅
学
非
才
を

顧
み
ま
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
後
の
議
会
運
営
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
協
議
し
て
き

た
議
会
改
革
を
推
し
進
め
、
チ
ェ
ッ

ク
能
力
を
高
め
た
「
市
民
に
期
待

さ
れ
る
議
会
」。
ま
た
、
市
民
に
寄

り
添
い
「
市
民
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
魅
力
あ
る
議
会
」。
そ
し
て
、

市
民
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
し
、

議
会
の
見
え
る
化
を
図
り
「
市
民

と
共
に
歩
む
議
会
」。
さ
ら
に
、
市

当
局
に
対
し
て
は
、
公
正
で
透
明

性
を
保
ち
、
是
々
非
々
の
立
場
で

チ
ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
を
堅
持
し

て
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」

の
構
築
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
う
え
で
、
議
会
は
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
市
民
の
代
表

で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、常
に「
市

民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
念
頭
に
置
き
、

市
民
生
活
向
上
と
市
政
発
展
に
全

力
を
傾
注
し
ま
す
の
で
、
市
民
皆

さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
お
い
て
、

副
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
各
位

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
本
市
で
も
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ

で
議
会
が
果
た
す
べ
き
究
極
の
役

割
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
、

安
心
、
そ
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
以
上
に
全
力
で
取
り
組
み
、

地
域
の
持
続
、
継
続
、
発
展
を
期

し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
市
当
局

と
十
分
に
意
思
疎
通
を
図
り
な
が

ら
議
長
を
支
え
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
１１
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
及

び
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
三
浦
秀
雄
議
長
、
髙
橋
和
子

副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
及
び
議
会
報
編
集

特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
本
臨
時
会
に
お
け
る
当
局
提
出
議
案
で
は
、
専
決
処
分
報
告
３
件

を
承
認
し
、
契
約
締
結
１
件
、
補
正
予
算
２
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て

お
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　
総
務
部
、
企
画
調
整
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局
及
び

消
防
本
部
の
所
管
に
関
す
る
事
項
並
び
に
他
の
委
員

会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

後
列

前
列

〇
佐
　
藤
　
健
　
司

（
高

志

会
）

◎
佐
々
木
　
慶
　
治

（
市
民
創
風
）

高
　
野
　
吉
　
孝

（
市
民
創
風
）

髙
　
橋
　
和
　
子

（
高

志

会
）

今
　
野
　
英
　
元

（
社
会
民
主
党
）

長
　
沼
　
久
　
利

（
高

志

会
）

11月臨時会

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

行 政 視 察
　
総
務
委
員
会
で
は
、「
活
力
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
〜
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
山

陽
小
野
田
市
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る

山
陽
小
野
田
市

と
、
洋
上
風
力
発
電
所
の
建
設
に
伴
い
、

反
対
派
の
市
民
と
建
設
業
者
と
の
間
で
大

き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

下
関
市

に
伺
い
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
山
陽
小
野
田
市
で
は
、
市
に
は
推
進

本
部
を
民
間
に
は
推
進
協
議
会
を
設
置

し
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
指
針
」
を

策
定
、
市
の
フ
ァ
ン
と
し
て
自
ら
活
動

し
て
く
れ
る
個
人
団
体
を
募
り
、
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
市
を
売
り
込
む
一
体
的

な
活
動
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な

底
力
を
感
じ
た
。

　
下
関
市
で
は
、
洋
上
風
力
発
電
所
建

設
に
反
対
す
る
市
民
と
建
設
事
業
者
と

の
対
立
の
現
況
を
伺
っ
た
。

　
話
し
合
い
も
行
わ
れ
ず
粛
々
と
調
査

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
へ
の
反
発
で
、
住

民
が
機
材
を
勝
手
に
撤
去
し
た
こ
と
も

あ
り
損
害
賠
償
請
求
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

建
設
と
は
別
の
課
題
に
よ
り
事
態
が
複

雑
化
し
て
い
た
。
担
当
者
の
「
最
初
の

ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
」
か
ら
起
き
て
い

る
と
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

山口県山陽小野田市

　シティセールス推進への
　取り組みについて
山口県下関市

　安岡沖洋上風力発電計画の
　現状と市議会の対応について

７月１０日～１２日
総務常任委員会

　
子
育
て
環
境
へ
の
行
政
支
援
の
実
施

や
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況

の
研
修
の
た
め
、
北
海
道
の
３
市
を
視

察
し
た
。

　

札
幌
市
で
は
、
発
達
に
遅
れ
や

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
、
心
の
悩
み
を

抱
え
る
子
ど
も
に
対
し
て
質
の
高
い
医

療
・
福
祉
支
援
を
提
供
す
る
、
子
ど
も

発
達
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ち
く
た
く
」

を
視
察
し
た
。
各
関
係
機
関
が
連
携
を

図
り
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

　
伊
達
市
で
は
、「
だ
て
歴
史
の
杜
食

育
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。
地
域
１７
校

に
年
間
５７
万
食
を
提
供
し
て
お
り
、
災

害
時
の
炊
き
出
し
に
も
対
応
し
、
１
日

９
９
０
０
食
が
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

千
歳
市
で
は
、
妊
娠
、
出
産
か
ら

子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
「
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
研
修

し
た
。
妊
娠
、
出
産
、
養
育
な
ど
に
対

し
て
５
つ
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
支
援
し

て
い
た
。

　
３
市
の
取
り
組
み
に
お
い
て
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、
施
設
や
事
業
を
立
ち

上
げ
る
数
年
前
か
ら
、
庁
内
の
関
係
部

署
や
関
係
機
関
と
の
話
し
合
い
を
十
分

に
行
い
、
事
業
の
方
向
性
や
内
容
を
共

有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
る
視
察
と
な
っ
た
。

北海道札幌市

　子ども発達支援総合センター
　「ちくたく」について
北海道伊達市

　「だて歴史の杜食育センター」
　について
北海道千歳市

　「ちとせ版ネウボラ」について

７月１０日～１２日
教育民生常任委員会

山陽小野田市のシティセールスの取り組み「しものせき環境みらい館」にて

札幌市の子ども発達支援総合センター「ちくたく」

「だて歴史の杜食育センター」にて
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

　市
民
生
活
部
、
健
康
福
祉
部
及
び
教
育
委
員
会

事
務
局
の
所
管
に
関
す
る
事
項

産
業
経
済
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

　農
林
水
産
部
、
商
工
観
光
部
、
ま
る
ご
と
営
業
部

及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
の
所
管
に
関
す
る
事
項

　建
設
部
及
び
ガ
ス
水
道
局
の
所
管
に
関
す
る
事
項

後
列

前
列

〇
佐
々
木

　
　
　茂

（
市
民
創
風
）

◎
小

　松

　浩

　一

（
高

志

会
）

阿

　部

　十

　全

（
無

所

属
）

佐

　藤

　
　
　勇

（
市
民
創
風
）

三

　浦

　秀

　雄

（
高

志

会
）

佐
々
木

　隆

　一

（
日
本
共
産
党
）

湊

　
　
　貴

　信

（
高

志

会
）

後
列

前
列

〇
正

　木

　修

　一

（
無

所

属
）

◎
高

　橋

　信

　雄

（
高

志

会
）

佐

　藤

　義

　之

（
高

志

会
）

渡

　部

　
　
　功

（
市
民
創
風
）

三

　浦

　
　
　晃

（
市
民
創
風
）

渡

　部

　聖

　一

（
高

志

会
）

後
列

前
列

〇
伊

　藤

　岩

　夫

（
公

明

党
）

◎
吉

　田

　朋

　子

（
高

志

会
）

伊

　藤

　文

　治

（
高

志

会
）

大

　関

　嘉

　一

（
市
民
創
風
）

伊

　藤

　順

　男

（
高

志

会
）

岡

　見

　善

　人

（
無

所

属
）

議

会

運

営

委

員

会

委 
員 
長

　伊
藤

　順
男

副
委
員
長

　高
野

　吉
孝

長
沼

　久
利

佐
藤

　健
司

　
　
　渡
部

　
　功

　
　
　湊

　
　貴
信

委 

員 

長

　佐
々
木

　茂

副
委
員
長

　岡
見

　善
人

正
木

　修
一

　
　
　伊
藤

　岩
夫

　
　
　今
野

　英
元

　
　
　佐
々
木
隆
一

　
　
　佐
藤

　義
之

　
　
　小
松

　浩
一

原

　案

　可

　決

「
契
約
案
件
」

▽
物
品
（
除
雪
ド
ー
ザ
）
購
入
契
約

　の
締
結

　契
約
金
額
：
１
８
３
７
万
円

　契
約
の
相
手
方
：

　
　コ
マ
ツ
秋
田
株
式
会
社
由
利
支
店

支
店
長
　
松
田
　
耕
治

「
補
正
予
算
（
主
な
も
の
）
」

　新
山
小
学
校
改
築
事
業
費

６
７
０
万
円

　公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

１
４
６
０
万
円


